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Ａ．研究目的 
肝がんにおける臓器がん登録、すなわち全国原
発性肝癌追跡調査における体制の長所と問題
点を確認し、今後の発展に向けて必要な作業を
検討する。 
 
Ｂ．研究方法 
平成 29 年 5 月 31 日に開催された厚生労働
科学研究費補助金（がん対策推進総合研究
事業）「全国がん登録と連携した臓器がん登
録による大規模コホート研究の推進及び高
質診療データベースの為の NCD 長期予後
入力システムの構築に関する研究」(平田班
)の第 1回班会議で示された班研究の方向性
に沿うよう、令和元年度は肝がん全国登録
の NCD 入力への移行を完遂した後に生じ
る問題点と今後の発展性についてまとめた
。 
（倫理面への配慮） 
本研究は後向き、かつ個人情報はほぼ扱わな
いため（性別、年齢程度）、倫理面でとくに配
慮するべき問題点はない。 
 
Ｃ．研究結果             
NCD登録への移行後、初回登録は平成26年
12月から新規症例登録を開始した第21回調
査となった。234施設から22000例以上の登
録があった。そして、第24回調査では1914
6例の新規症例登録があり、前回までに登録
した患者のフォローアップは24591例にの
ぼった。 
また、本調査の結果に基づいての学術研究
を行うためには、第20回調査までの蓄積デ
ータと、NCD入力へ移行した後の第21回・

第22回調査の入力データとを統合する必要
があるが、個人情報取扱いの観点から、NC
D内でのデータ利用も、調査母体である日本
肝癌研究会事務局内でのデータ利用も不可
能であった。このために第三者組織でのデ
ータ統合作業の可能性を模索していたが、2
017年3月に業者選定が終了した。 
従来よりの委託先業者であるプログラム作
成会社のプログラムに大きな問題があり、
第２０回調査報告に時間を要し、平成３１
年３月にようやく報告書の発行を行うこと
が可能となったが NCD へのデータ移行が
スムーズに完了したことに伴い、解析のス
ピードが大幅に改善し令和２年度中に第
21 回・第 22 回の調査解析が完了する見込
みである。 
 
Ｄ．考察               
本研究の結果で示されたように、全国原発
性肝癌追跡調査は21回からNCDへ完全移
行され、実務上の成功点を把握し、反省点
については考察を加えた上で第24回調査ま
で完遂することができた。初回登録症例に
ついても実数を減らすことなく、フォロー
アップ症例についても各施設への催促を含
めた工夫により入力症例数を増やすことが
できたことは重要な成果と考えられる。 
今後の大きな課題は悉皆性の強化と考えて
いる。NCDは手術症例登録を基本としている
ため、当初は非外科系には施設IDが配布され
ていなかったが現在はNCD施設・NCD診療
科ともに登録をさせている。また、外科系診
療科でのNCD入力においては外科専門医や
消化器外科専門医などの資格取得に必須と

研究要旨（肝癌臨床データベースの現状と将来 −通年登録研究と短期前向き登録研究の
実情・可能性） 
本研究は、肝がんにおける臓器がん登録、すなわち全国原発性肝癌追跡調査における体
制の長所と問題点を確認し、今後の発展に向けて必要な点を検討することが目的である
。全国原発性肝癌追跡調査は平成 28 年度中に National Clinical Database への移行作
業が完了し、第 21 回（平成 22-23 年、新規）の登録より完全に Web ベースでの登録と
なった。また、本調査結果と密接に関連する肝癌診療ガイドラインの 2017 年版を多数
の委員の作業の後にパブリックコメントと外部評価委員コメントによる批評も付加して
発表した。 
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なっており、このことがインセンティブとし
て働いているが、現時点では内科系医師への
インセンティブとして働く項目がなく、施設
・診療科の自主性に委ねられている。 
また、肝癌は他の多くの悪性腫瘍とは異なり
、生涯にわたるフォローアップが必要である
。医療連携が進むことでフォローが難化して
きており、長期追跡ができない症例が２０％
程度存在している。長期的な追跡については
今後も課題として検討する必要がある。 
肝癌診療ガイドラインは、さまざまな治療
法や選択基準が存在する日本の肝がんに対
する標準治療を推奨する主旨で 2017 年に
策定された。したがって、日本全国で行わ
れた各治療法の成績を腫瘍因子、宿主因子
で層別解析を行う原発性肝癌追跡調査の結
果に大きな影響を受ける。2016 年に本研究
で報告した門脈腫瘍栓合併肝細胞癌の切除
成績報告（Kokudo T, Hasegawa K, et al. J 
Hepatol 2016）や、2017 年発表した高齢者
肝細胞癌の切除成績報告（Kaibori M, 
Hasegawa K, et al. Ann Surg 2017）がこ
れに該当する。今後も肝がん登録をもとに
した研究を進めることでガイドラインの信
頼性を高め、日本の肝がん診療の底上げに
つながると考えられた。 
 
Ｅ．結論 
全国原発性肝癌追跡調査はNCDへの移行作
業を終え、さらに発展させて4回目まで完遂
した。 
NCDシステムを利用しながの悉皆性の向上
は検討課題として挙がる。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
   (予定を含む) 
 
1. 特許取得 
 なし  
2. 実用新案登録 

  なし  
3.その他 

  なし 
 
 


